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病理学的研究*る闘す野獣に

の所見争〆争〆ノイ1. 

重・住山良正昇・木村豊・久葉小野

Pathological Studies on Wild Animals 

Findings of wild boars. 1. 

Yutaka ONO， Noboru KUBA， Shige KIMURA and Ryosei KAYAMA 

わが国においては「野生の地に棲む動物は健康である」

との概念が常識として考えられているようである. しか

し最近百年間の野獣・野鳥に関する各国の文献集品;iよ
ると，巷聞に伝わる野生動物に対する前記の見解が明ら

かに誤であったことが指摘され，野生動物の疾病は辰染

性疾患と姥死の多い場合に限られて記録されるにすぎ

ず，あらゆる種類の野獣聞に広くゆきわたって疾病の存

在することは事実で，個体の死は普通注意を惹かず，擢

病動物は窃かに自己を隠蔽せんとする傾向があり，重症

疾患のために回復するものは殆どないようである.

ひるがえって公衆衛生的な見地より疾病を中心とし

て，野生動物と人あるいは家禽との相互聞に，密接な

関連性のゑることは，ここに賛言を妥しない.人獣伝染

病には 70種以上があげられており，われわれの日常生

活上，身近に彼等の脅威を感ぜざるを得ない.

野生動物に関する各国の文献は極めて多い. しかし断

片的なものが主で，個々の種類についての系統的な研究

は少いようである.われわれは上述した見解に基き，兵

庫県下に棲息する野獣の寄生虫性疾患に重点をおき，病

理学的見地より研究を行った. 第1報はイノシシ (Sus

le旬comystaxleucomystax) (以下猪と略記〉を対象とし

て，その健否を知る以外に，人あるいは家禽との関係、の

有無を，疾病を中心として検討した外，野獣剖検の参考

資料たらしむることをも併せ考慮した.以下研究の概要

を報告する.

Materials Investigated Table 1. 
言緒1. 
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Remarks: 
1. Out of the total 26 wild boars examined， 
12 are male and 14 female. 
2. Age of animals is that of approxmate esti-
matt叩.
All animals were killed. 

2. 研究方法

捕獲された猪の内一部のものは，現地で剖検を行った

が，臓器を教室に携行して検査したものが多い，捕獲

後なるべく速かに一部の臓器を 10%Formalin或は

CariJ.oy液で固定し， Paraffin切片あるいは凍結切片と

なし， H.E.霊染色を行い，必要に応じて， Weigertの

弾力線維， van Giesonの厚様線維， Giemsa， Wright， 

Azan， Floxine・MethylenbIau，Gram-W eiger七，鉄，粘

液，線維素及び SudanIIIによる脂肪等の各染色， Oxy-

dase反応， FeuIgen反応を行った.なお参考のため猪

の習性についても若干の調査をした.官芸中幼若虫と

は，第二中間宿主に寄生する第三期幼虫を終宿主が採食

して，当該終宿主体内において発育途上の虫体をいう.

3. 

兵庫県下の山岳地帯には猪が棲息し，農作物に大きな

被害を与えている.公認狩猟期間は 11月より翌年s月
中旬までの4.5カ月間で，一部の部落では 10名内外の

狩猟団を編成，猟犬をともなって之が捕殺を行っている

現況である. しかし被害の多い地方では年間狩猟を許可

性習の猪III. 
研究材料及び研究方法II. 

1. 研究材料

第1表の通りである.
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地本報告の一部は策 39岡田本獣医学会において発表し

た.
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Table 2. Anatomical Data of Wild Boars 
』

Weight of Or，伊国 (g) 'Length of Intestine (m) 

AA(Yngieme aarol)f s WB(ekoigdgy t )LB(eConmdgy b) h Spleen Liv Lung Heart Kidney Small Colon & Coecum 
Brain 

L R L R Intestine Rectum 
(g) 

0.5 13.0 46.0 32.0 340 75.0 97.0 100 739 2.43 0.17 
(2) (3) (4) (1) (2) (3) (⑧ 3) (3) (2) 

1-2 22.5 51.0 72.5 450 85.0 127 i15 27.5 27.8 76.5 2.60 0.18 
(2) 。) (2) (1) (2) (2) (1) (2) (2) (3) 

3-7 60.0-110 80.0 88.0 777 378 435' 345 65.0 75.0 9.74 4.18 0.26 120 
(7) (5) (6) (3) (2) (2) (1) (3) (5) (3) (1) 

Remarks: 
1. Number in廿leparenthesis shows the animals investigated. 
2. Encerc1ed Number showsもhat23.0cm from the pylorus， it forms a pouch， the diverticulum duodeni. 
3. . Body length is the distance from the point of the shoulder to the point of the pin bones. 

4. R: Right L: Left， 
5. Body weight of a boar (No. 1) whose brain was measured was appronimately 64 kg. 

6. Age of animals is that of approximate estimation. 

されている.

猪は 1月中旬より 2月末日頃の間に交尾し， 5-6月

頃仔を生むのが常の様で，発情期には1頭の雌に2-3頭

の雄が尾行し，餌食を求め，夜間風雲を侵し，数旦を移

動することは稀ならずという.じかし平素，雄は単独行

動をするが，雌は仔猪とともに移動する.仔猪は雌雄共

に 2-3才頃までは親雌とともに行動する.同腹の仔数

は 3-6顕である. 猪は定地に常住することは稀で，

一般に移動生活をするようである.しかし餌食を得易

心地理的に生命の安全性があり，棲息に好条件の場所

ではー定地に常住するものがある.たとえば，県下川辺

郡〈宝塚附辺の山地帯〉武田尾の奥の山中に猪の常住地が

ある.

猪は，豚同様地を堀り凹地〈俗称カラヌタ〉に自己

の体を擦りつけ，いわゆる泥または土浴を行い，あるい

は樹木に体を擦りつけるものが多い.これは全身とくに

下腹・内股・耳翼及び背部に附着した「ダニ」或は「シ

ラミ」を排除すると共に淳覚に基くものと考えられる.

棲息場所は地を若干堀り，木の技，葉，木皮，笹或は草

等を集積してそのよに居住するが，冬期はこれらの堆積

の下で暖を取り，夏季は換毛のため，蚊寧を防禦する目

的か同様に堆積の下に棲む.このような猪の棲息場所を

「カルモ」と俗称している.

猪の飼料は，動物性のものは，貝類・両懐類(蛙，そ

の卵， サ γショウ;魚)， ;魚類〈ドジョウ，その他小川の

;魚類)， 甲穀類(カニ)， その他ミミズ，蛇，動物〈死

獣〉の肉及び内臓等で，植物性のものは，苧類及びその

根，豆類〈大豆，小豆，エソドウ，ソラマメ〉及びその

葉及び根，木の突くドングリ，シイノ突〉その他殻類，
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トウモロコシ，落花生，柿，マツタケ，タケノコ，ワラ

ビの根，南爪，西爪， 等で， 就中晴好するものは，芋

類， 穀類，豆類，クズの根，タケノコ， ミミズ， トカ

ゲ，蛇，蛙の卵等である.猪の被害は，関西及び九州地

方一円に及んでいるようである.

IV. 病理解剖学的所見

1.外景検査体格概ね小，栄養中等gものが多い.
下腹部，内股部，耳翼及び背部に r;ダダニjA1仰?冗tbly伊01例?叫tm削zω α 

te抑tおs旬d必4勿冗叫，ar“4ω叫悦 Koc訪h，18-'-'釘;H，仰 mα叩ph旬νsal陥t伝sI，ρtα仰官α
N叫仰m冗Zα側n帆tr

が多数附着するを常とする.体重，推定年令及び体長は

第2表のま口し.

2. 内最検査

A 腹腔臓器，骨盤腔臓器及び脳

各種臓器の重量は第2表に記載した.

1.男

聞の内容は，半ば消化された，やや酸臭の強い草，芋

類及びその根，葉， ドソグあるいはゴポー，豆類をかな

り多量に容れ，稀にドジョウ (No.24)，ミミズ(No.l)等

が混入じている.胃底腺部の粘膜は不潔赤色~不潔帯黄

褐色~淡灰褐赤色で，不潔灰色の漉調な卵白様粘液で惑

われ，幽門部では粘膜は淡赤色を呈する.とくに胃底腺

部の粘膜面には全般に大きな波状のうねりがあり，胃粘

膜鍛壁は消失したものが多くく附図第1)，所々に不定形

の亀裂を生じ，褐色の地色に樹校状白色の紋理を画き，胃

壁の厚さを増し，所により噴火口状の隆起部が認惚れ，

その頂点に GnathostomαdoloresiTuban仰 i1925がー

その頭部を胃壁に深く或は浅く刺入し後端を胃内践に遊
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Fig. 1. Distribution of the Parasitic 
Locus， Larva and Passageways of 
Gnαthestomαdoloresi in the gastric 
wall. 

Remarks:・Adul色G.doloresi 
L:>.: Young Immature Worm 
0: Passag，邑way

離して寄生する.通常同一部位に1匹寄生するものが多

いが， 3匹寄生したもの (No.5) (附図第めがある.

また寄生孔のみで虫体の存在しないものも往々認められ

る〈附図第1).虫体は胃壁に直角に刺入するものもある

く附図第 3).然し任意の方向に笥曲しているものが多い

(附図第め.胃の粘膜は健康部 0.35-0.6cmであるが

寄生部位あるいは病変部は 0.7cm以上で， 2.0cmに達

するもの (No.4，12)があるが，多くは 1-1.5cmであ

る.なお16例中最も多く寄生していたものは15匹(No.

のである.全例の寄生虫体数は45匹で1頭平均2.8匹

である.また，肉眼的に虫体を認めたものは11例で68.8

，~の寄生率を示す.

胃全体を 10~~ ホルマリ γ固定後，胃壁を噴門部より

放射状にほぼ 0.5cmおきに断面を作って見ると，粘膜

面に外観上何等の病変も認められない部位にも，横断面

に極めて多数の大小の乳白~淡黄~淡黄赤色の点状ない

し0.5巴m 内外の限界のかなり明瞭な類円形の結節が多

数見られる (No.15， 20， 21， 23， 24) (附図第4).

年令的には生後概ね6カ月と思われるもので既に成虫

の寄生を認めたものがあった (No.5，4). 

病変の最も多発する部位は胃底腺部で，食道部に接し

た噴門腺部にも可成出現し胃の盲褒 (cul-de-sac)には稀

(No. 20， 23)で，幽門腺部には寄生虫及び病巣はみられ

ない.これらの分布の状況を図示すれば第1図の如し.

なお柴膜面よりの視診あるいは触診によって寄生虫の有

無を診断することは不可能で，認むべき病変がない.なお

Phy蹴 ep加tmJの雌1匹の寄生を認めた (No・25)・
ドロレス顎口虫の胃における個体別寄生数は第3表の

通りである.

糞便内の虫卵は，淡黄褐色で楕円形を呈し，卵殻は比

較的厚く，両極がやや蒋く，かつ当該卵殻の外層は半円
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Table 3. lncidence of lnfection among Wild 
Boars with G， doloresi 

Number Number of Boars Number of 
of Infested Worms 

Year Boars 
p(EeM回raHpnrioe0s) ・t Ex- (sMωapcIrEo)-(sMcoicprioc) -

amined 

1953 5 5 2，8，15，4，4 

1954 2 2 2，3 

1955 2 1 1 

1956 6 3 3 4，1，2 

Subtotal 15 11 3 
(68.8%) (2ゆ%)

TotaI 15 14 
(93.3μ) 

Remarks: 
A verage of 10 adult G. doloresi measured male 

8~30， female 10-45mm in Iength and male 0.6-
2.1， female 0.9-3.5mm in breadth. 

形に膨出し，透明である.1例(No.4)，10ヶの受精卵の

計測値は，縦径 57-63(平均 60均μ，横径 27-33(平均

30.5)μ 内外である.受精卵の形態は第 2図の通りであ

る.

10}' 
Fig. 2. FertiIized Egg. 

2.牌臓

形態は長舌状，表面帯紫淡赤白色で稀に表面に級毛

状結合織の増生せるものがある.硬度は尋常のものが多

い，検査した10例中8例に出血梗塞が認められた.これ

等は鏡検上単純な血海像が認められたにすぎず，梁柱，

牌髄及び血管壁等に変化は認められない.包膜は一般に

肥厚せるものが多い.

3.肝臓

赤褐色で硬度尋常，調濁腫脹せるもの5例中2例，表

面に紙毛状結合織の増生せるものが2例認められた.1例

(No.11)に左・右両外莱及び右内葉中央部の各実質内に

径 0.5cm内外の淡黄白色を呈した円形の結節が計S個

認められた.鏡検上これ等の 1個は集団リ γバ漉胞で結

合織によって取り固まれていた.外の2個は限界明瞭，
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Table 4. The Species of the Parasites Found in the Intestine 

Parasitic 
Locus Species of Parasites 

Numberof 
Animals 
Examined 

Number of 
Animals 
Infested 

Number of 
Worms 
per Host 

Globocephalus longemucronatus Molin， 1861 20 20 1-50 

Intestine 
(SmaU) 

Coecum 

Globocephαlus s.αmoebse (Laneo 1922) 

Ascαlis suum Goeze， 1728 

Globidium sp. ? 

Diphyllobothrium sp. 

Trichuris suis (Schrank， 1788) 

20 

20 

18 

20 

20 

1 

6 

1 

1 

10 

1 

1-2 

1 

1-12 

Remarks: The Identification of the Parasites except Ascalis and Globidium were accomplished by 
Dr. Z. Yamashita.η 

球状で万尖で容易に取出され，鏡検上著明な好酸球の浸

潤が認められた.これとは別に同一例に小葉全般に亘る

出血像があり，黒褐色の微細色素穎粒が散乱しi当該色

素を喰食，膨化したKupper星細胞および色素頼粒細胞

の遊在が目立ち，葉間結合織には高度の好酸球及び円形

細胞の浸潤が認められた(附図第 5).連続切片では異物

は認められなかった.上述した好酸球は H.E.染色では

不明瞭な所見が得られたが，Wrightの染色では極めて

明瞭な赤色を呈した.

4. 腸

十二指腸:殆ど内容空虚のものが多いが，往々半ば消

化された，可成多量の泡沫を混じた内容を容れるものが

ある.粘膜は通常乳灰白色，泥状で著しく多量の粘液で

覆われ， しばしば樹校状に血管が充盈し，あるいは，幽

門より 3-4mにわたって粘膜が赤色を呈するものが往

A見られる.なお1例 (No.21， 6才，合)の調査ではあ

るが，輸阻管関口部は，幽門より 23cmの処に認められ

た.また，往々銃創による創面を露出する.

小腸に寄生す5F体は次の通りである.
Globoce向 lusは幽♂部よりル30cm特に 137200

cmのところに，岨虫は小腸の中央部に，又条虫は幽門

部より 3.5mのところに，おのおの認められた.

盲腸，結腸及び直腸には，粘膜の著明な病変は認めら

れないが，往々血管の充盈或は便秘せるものに遭遇する.

盲腸内陸には鞭AZ寄生がかなり多い.詳細は第4表の
遥りである.

尚1例に Gωloめbi.似diω加t包仰t1仰7
認められた(附図第6句)，この寄生体は，十二指腸ないし空

腸に亙って，粘膜の紙毛上皮下ないし固有層内の結合繊

細胞内に寄生し Gametogonyと思われる種々な発育段

階のものが多数に見られ，寄生局所における好酸球(単

核のものが多し、)の浸潤が目立ち，所によっては細血管

の充盈が見られる.(寄生体の形体，病理組織所見の詳細
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は別記したいと思う).

跨脱粘膜の中小血管の充盈を認めたもの 1例 (No.3) 

でこの際寄生虫性病変は見られなかった.

リγパ節は，胃， ~革，牌，肝，腸間膜，百腸，肺，及

び腰部の各リ γバ節を検したが，各リ γバ節の周縁に細

胞稀蒋部が，また中心部に細胞密集部が認められ，往々

浮腫及び洞カタール或は出血とみなされる像に接する

が，特筆すべき所見は見あたらない.

5. 腎臓 (3例)，脳 (1例)，原臓(16例)，副腎(2例)

畢丸 (2例)には病巣は認められない.

B.胸腔臓器
各臓器の重量は第2表に記載した.

1.肺臓

肺は表面平滑，膨隆し，弾力性あり.概ね小葉を単位

として淡紅色，赤色及び白色部が入り乱れ大理石様の紋

理を画くものが多い.一般に硬度やや硬く赤色部の一片

を水中に投ずれば沈下するものもある.肺の比較的辺縁

に近く，触診上米粒大~えん豆大の硬結部があり，このも

のは後葉のほぼ中央部より後方で，気管校に治って捻珠

状の結節として認められ，一見結核結節を想起せしめる.

とくに末梢附近に多発し(附図第2)，大きなものでは小

指頭大に達し，あるいは胸膜下または胸膜に近い部分に

も多く見られ，往々石灰沈着を来し，刀にかなり抵抗を

感ずるものがある，(No.8). 割面は，大小気管枝より不

潔褐色の泡沫を混βた膿様~流動性粘液または血液を混

じた粘液を流出するものがある (No.2， 5， 11， 23).肺虫

脆加str，仰仰'lus伽 g仰 S(DujMd4n，198は，肺葉

の区別なく寄生するが，肺根部の気管枝内には稀で，

(No. .17)，それより末梢，とくに後葉の小気管校内に互

にからまりあって多数の虫体が認められるものが多い.

なお左肺に少く右肺に極めて高率且つ多数認められる.

寄生率は21例中両肺に寄生しているもの4例 (19.0，-，)，

右肺のみに寄生しているもの15、例， (~1.4，-，)，左柿のみP
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もの1例(4.8μ)で，両肺に寄生を見なかったもの1例で

あった.即ち，計21例中寄生を見たものは20例 (95.2

~~)の高率を示した.

気腫は肺就中後葉:の前外側縁及びその末梢部附近の辺

縁に多く，その他の各肺葉にもその周縁に好発する.気

腫は更に葉関結合織内及び胸膜下に出現するものが多

し、.

無気肺部は普通赤色で 1なし、し数個の小業が融合して

大きな redconsolidationを呈する部分が認められ，気

随と隣接して出現する場合が多い.

上述した大小の硬結部は断面淡黄灰白色で島状(附図

第7)を呈する.

なお肺臓胸膜に稀に紋毛状結合織の増生するものがあ

り(No.2)胸膜はやや肥厚したものが多い.肺の外観は

所詞輸送性肺炎の所見に類似する.上述の病変を例数に

従って表示すれば第5表の通りである.更に肺虫以外に

1例(No.19)の気管支内に Choerqstrongylu8pu仰 do・

t仙 UIW，ωtok叫 190j7ら雄虫1匹の寄生を見た.

Table 5. Types of Macroscopic Lesions 

of the Lung 

Lesions Number of Cases 

Lobular Emphysema 6 

Lobuhr Emopf hNysoedmie a & 
Formation 

2 

ILnocbuubhatr ioEn mFpohcyi sema & 3 

~obular Emphysema & 
Banchopneumonic Lesions 9 

Total 20 

。~~

30 

10 

15 

45 

100 

Remarks: Twenty wi1d boars investigated were 
all infested with M. el仰 gαtus.

2. 心臓

往々内膜下に小出血班を認めるものがある外，特記す

べき病変は見られない.

y. 病理組織学的所見
1.買

a) ドロレス顎口虫の成虫寄生による病変

粘膜:寄生孔附近では粘膜は著しく萎縮し，その高さ

を減じ，これ，と対照的に Zeissl氏肢が高度の増殖を示し

(附図第8)，これより上行する固有層の結合織が強く巾を

増し，大小円形細胞及び好酸球の浸潤抗多くあるいは少

く認められる.腺管は増殖した固有層のために圧迫され

て，上皮細胞の配列が乱れ，核の萎縮，消失したものが

散見される.努細胞は一般に著しく染色が感心全く不

染のものもある.所によっては腺の消失が見られるが多
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くは炎性反応に乏しく，虫体に接する組織及びi受潤細胞

の壊死も軽度であるが，寄生孔壁では増殖した肉芽組織

のために，腺は消失してし、るものが多い.粘膜筋板は配

列が乱れ，結合織の増殖によって疎開し，虫体に接した

部分には筋線維が消失してし、る.浸潤細胞は上述と同様

で好中球の出現は少し、.往々病巣の遠近に組織球の遊在

が認められる.また血管の拡張，充血の殆んど認められ

ないものも多い.

粘膜下織: 粘膜下織は炎症の最も強く出現する部位

で，主病変は高度の細胞浸潤をともなう結合織の増殖を、

特徴とし，虫体を遠ざかるに従ってその度を減ずる.寄

生部は，概ね虫体を中心として，粘膜下織が胃内腔に噴 4

火山状に凸隆するものが極めて多いが，これと反対に虫

体の頭部を中心に柴膜面に著しく凸隆したものも稀にあ

る (No.12の虫体寄生部).虫体横断固では，①浸潤細

胞及び沿岸組織よりなる，環状の壊死層が認められる

(附図第 8).この層は各例及び部位によって厚さを具にす

る.②その外側!は多くの線維芽細胞を混ずる幼若結合組

織よりなり大小円形細胞，酸好球を主とする細胞浸潤の

著明な層に移行する(附図第 8).全般的に好中球及びプ

ラズマ細胞の出現は少い.遊在する細胞には，核濃縮或

は核崩壊に陥ったものが少くない.往々この部分に血管

の拡張充血及び出血を伴うものがある (No.2，4，5，10，14， 

24，25). @これに接して線維芽細胞を混じた結合織線維

の増殖を主体とし，細胞浸潤の梢少し、層がある.浸潤細

胞の種類は前者と変らないが，この層では著明な血管の

新生を伴い結合織線維が小束をなして任意の方向に走る

ものが多い.然し虫体を遠ざかるに従って，粘膜とほぼ

平行して走り各小東聞は粗怒な結合織によって相互に連

絡し網限中に前述した諸細胞が遊在するが，これらはか

なり膨化したものが見られる.④この層に続いて結合繊

線維の増殖及び細胞浸潤も少い， tまぼ健康な組織に移行

するが~a然、たるものではない.

上述した細胞浸潤は囲管性或は血管とは無関係にも出

現する.血管壁は往々肥厚したものが認められるが，硝

子様変性したものはない.諮組織内にはへモジデリンの

沈着は認められないものが多い.

筋層: 内筋層内に虫体がその頭球部を刺入したもの

(No. 4， 5， 10)ではでは附近に高度の出血が認められ，虫

体に接する組織内には大小不同の黒褐色の頼粒が散乱し

(No. 4，5) (附図第9)，虫体の消化管内にも赤血球が多数

認められる(附図第 9).虫体に接する筋線維は所々に変

性，壊死した Eosinに濃染する団塊として認められ，

所川こ多く或は少く赤血球を混在する.なお筋間結合織

の増殖と細胞浸潤が見られる.遊在する細胞の種類は粘
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膜下織に出現するそれとほぼ同様であるが，僅かに好中

球が多いように思われる.往々外筋層及び嫌膜の炎症を

ともなうものがある(No.4， 5).虫体寄生孔附近及び粘膜

の遊離端には Phloxin←Methylenb1au，Gram-Weigert 
染色で青色に染まる頼粒が認められるものがある (No.

4，12). 

b) ドロレス顎口虫幼若虫寄生による病変

同一胃壁に成虫と幼若虫と合併して寄生してし、たもの

5例(No:4， 5， 14， 20， 24， 25)，肉眼的には胃粘膜に寄生

，虫を認めないが，鏡検により幼虫を発見したもの 8例

(No. . 15， 17， 23)を用いた.

幼若虫の多くは粘膜下織，稀に粘膜内にあり往々かな

り成長したもの(附図第 10)が認められ，同組織の軽度

の肥厚を来し，そのために粘膜は緩かに胃内腔に突出し

ているものが多い.この場合多くは僅かに腺管の高さを

減じ，上皮の配列が乱れ，腺細胞の染色は不良である.

なお Zeissl膜は限局性に肥厚しこれより上侍する固有

層はやや巾を増し，多く或は少〈細胞浸潤が認められ，

炎症は粘膜筋板にも波及してし、る.虫体に接する部分で

は僅かに浸潤細胞及組織の変性壊死を伴った非薄な層が

あり，その周囲に腺維芳細胞及び好酸球を混じた広範囲

に及ぶ結合織の軽度~中等度の増殖がある.所によって

は出血が認められる(附図第15).なお，これ等の炎症は

明瞭に筋層に達し，筋閑結合織の増殖と好酸球を混ずる

著明な円形細胞浸潤が見られる.従って筋腺維は粗とな

り走行が乱れ小束をなして走行するこれ等浸潤細胞は

拡張，充血した中小血管の周囲及び血管に無関係に出現

する.更に炎症は軽度であるが外筋層にも達するものが

あり (No.14， 15，20， 21， 25)更に栄膜或は腸間膜の一部

に及ぶものもある (No.14， 15).かかるものでは娘膜面

に腺維素が認められる.又内筋層に幼若虫の寄生を見た

(No. 14) (附図第11)ー標本では筋間結合織に高度の細

胞浸潤が認められ，そのため筋腺維は疎開し小東をなし，

走行が乱れ，全体として筋組餓はやや厚さを増している.

この細胞浸潤像は胃壁全組織に達するが，粘膜下織の増

殖は著明なものはない.

虫体が粘膜の直下に寄生したものでは，かなり著明な

病変が見られる (No.24).これらの変化は成虫による病

変に比して変性壊死及び結合織の増生等は極めて軽度に

すぎないが，細胞浸潤は著明で皮下織あるいは筋間に寄

生を見たもの何れあが殆んど全例腸壁全般に或は虫体よ

り極めて遠距離に至るまで同ーの所見が認められた.こ

の際，中小血管の拡張，充血或は出血を伴うものが多く，

出血は虫体とかなり離れた所にも見られ(附図第 15)，

往々血管壁の肥厚をともなうものがある.浸潤細胞の種

46 

類は成虫のそれとほぼ同様である.

c) 虫道の所見

ドロレス顎口虫の通過した虫道の所見は，限局性病巣

を形成するものが多く，細胞浸潤の比較的多L、もの，石

灰沈着の著明なものに至るまで，新旧種々なる病巣が散

発或は密発する.前述した肉眼的に胃壁に出現する，乳-

白色類円形の結節で一見寄生性結節と思われるものの内

には鏡検上孤在或は集団淋巴漉胞がある.これらは胃壁

全面の粘膜，粕膜下織に多く，稀に幽門部の内筋層内に

も認められ，大きL、ものでは 0.5巴m に達するものがあ

る (No.21， 25). 

虫道の多発部位は粘膜下織で往々内筋層内(附図第12)，

或は中筋層内にも出現するが (No.14， 15， 20)，粘膜内に

は1例も認められなかった.粘膜下織では，病巣の多く

は円形，楕円形で，大きいものは 0.5cmに達する.密

発するもの (No.4，12)では， 1標本内に 20ヵ所内外認

められ，成虫寄生の場合と同様に，著明な腫癒を形成する

ものがあるが (No.12) (附図第13)，多くは 1-数個存在

するものが多い.病巣の中心部に変性，壊死した組織及

び浸潤細胞の一団塊があり，これに種々なる形と大さを

示す Eosinに好染する本態不明の均質物(附図第14)が

認められる.その外側に比較的浸潤細胞の少い腺維芽細

胞を主体とする厚さの一定しない粗あるいは密に柵状配

列を示す幼若結合織の層があり，形態学的に規上皮細胞

と認められる.往々この均質物の出現部に異物巨細胞が

認められる (No.14， 20， 23， 25).その外側にはかなり限

界明瞭な主として細胞浸潤の強い少数の線維芳細胞を混

ずる結合繊腺維で囲鏡された一層がある.また病巣の中

央部に出血をともなうものがあり (No.10， 14， 25)，あ

るいは病巣の外側に，近くあるいは遠く血管が拡張，充

血あるいは出血が認められるものもある (No.2，4，5，14， 

21， 24， 25).その他，炎症は粘膜下織に止まらず筋層に1

も達し (No.14， 15， 20， 25)，あるいは粘膜及び栄膜にも

繭蔓性に上述した細胞の集挟がめ認られるものがある

(N:o. 14， 20， 25).なお病巣内に石灰沈着の見られるもの
があり (No.4， 23)，特に No.23では胃の盲嚢内に8カ所

に虫道に起因する石灰沈着を来した結節が認められた.

上述した 1，2，3の病変は各々単独に認められるもの

もあるが，多くは同一標本内においても種々混在する.

なお一見肉眼的に健康と認められる胃壁の組織特に筋

層，疑膜及び粘膜下織に，好酸球を混ずる円形細胞浸潤

の見られるものがある(附図第18).

d) 買壁の虫体寄生部位及び虫道内に認められた「不

明均質物」に関すQ所見

供試した16例全例の胃壁組織内に見られる虫道，虫体
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の寄生部(附図第 16)及び成虫脱出の跡と思われる部位

(附図第 17)に，大小，多少の差はあるが本態の不明な無

構造の均質物が認められる.形は多様で点状，環状，円

形，長方形，三カ月型，半球状， V字型，馬蹄型等不定

である.この均質物は虫体の通過したと思われる虫道内

に出現し，粘膜下織に多発し，ー標本内に 1個または

二十数個認められる.虫道は往々筋組織内にも認められ

る (No.14， 15， 25) (附図第 12).成虫寄生の場合は，そ

の脱出跡の旧寄生孔の最奥部，即ち迷路の盲端に，この

均質物が虫体の頭球及びこれに続く体の前端部に略一致

する鋳型を示し(附図第 17)，連続切片では帽子状を呈す

る，従って横断固では環状として認められる.このもの

は粘膜には出現しない.均質物の長さ 24-2200μ，巾

20-100μ 内外で，大きなものは染色標本で明かに肉限

で視ることができる.この物質の周囲に出現する細胞の

種類は， 大小円形細胞， 好酸球が主で，好中球， 線維

芽細胞及び往々類上皮細胞を混じ，その外側に軽度の細

胞浸潤の認められる線維輪でとり固まれているものが

多い.稀にこれに接して呉物巨細胞が認められる (No.

12).巨細胞の核は細胞の辺縁部に配列するもの或は中

心部に集笈するものがある.またかなり石灰変性した例

に遭遇する (No.4，10，12，23).特に No.23(6カ月齢♀)

の胃の盲護には均質物質の周縁に石灰変性をした病巣が

認められた.この均質物はー病巣内に 1-20数個見ら

れるが，多くは 2-:--5個である.

均質物の染色所見は次の如し.

1. Haematoxylin.Eosin染色......淡赤色

2. van Giesonの染色…...・H ・-…淡黄色~赤茶色

3. Azan染色・H ・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・-青色

4. Mucicarminによる粘液染色…染まらない

5. Phroxin-Methylenblau ...・H ・-・ピ γク色

6. Kossaの硝酸銀法...・H ・H ・H ・-…・染まらない

7. Gomeriの鍍銀法...・H ・-…H ・H ・-噌銀線維は認め
られない

8. WeigertのElastin染色・ H ・H ・..弾力物質は認め
られなし、

9. WeigertのFibrin染色 H ・H ・...深紫色に染まる

10. Giemsa染色…H ・H ・...・H ・H ・H ・..淡青又は青色に
染まる

11. Wright染色・H ・H ・.....・H ・...・H ・-淡青~青色

12. Feulgen反応........・H ・...・H ・-…・陰性

13. Sudan III・H ・H ・.....・H ・....・H ・-・・淡紅黄色に染ま
る

5.肺臓

a) 豚防虫寄生による病変

気管枝内陸には多数の成熟虫体の横断面が見られ，そ
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のために殆んど閉塞されているものが多く，粘膜上皮細

胞の粘液変性，気管校壁に於ける円形細胞，好酸球の集笈

及び粘膜筋板の肥厚が目立つ.又気管校内腔には，脱落

上皮細胞，膨化した浸潤細胞が多数認められ.往々管腔の

翼状拡張を来している (No.2， 18， 20， 25) (附図第19).

この際粘膜，粘膜筋板は緊張し，円柱上皮は周平上皮に化

生し，線毛は脱落し，上皮自体が粘膜筋板と相援するに

至る.所によってはこれと対称的に，上皮が肥大，増生，

固有層が乳頭状に増殖して，内腔に肥厚，突出したもの

が見られる.虫体の気管校内寄生に際し， しばしば粘膜

筋板の著明な作業性肥大が見られる(附図第20).細小気

管枝壁は往々浸1郡田胞の圧迫を受けて，消失しつつある

像が認められる (No.7， 11， 14， 19). 粘膜下織にり γパ

細胞の浸潤，増生を認むる場合も多し、.ーリンパ細胞の増

殖は，肺の実質内，特に胸膜下又は気管校周囲組織にも

著明で，ワイゲルトの弾力線維染色では，殆ど弾力線維

は認められないが一小部分に取り残された断裂像が認め

られ(附図第 22)，増殖したリンパ細胞なし、し孤在あるL、

は集団リンパ漉胞の外周には著明な弾力線維の層が見ら

れる.その周縁の肺胞は著しく萎縮するを常とする0'

所によっては，気腫が認められ，肺胞の拡張，破裂，

融合が見られ著明なものでは， 葉間結合繊， 肋膜下に

も認められる(附図第25)，虫体が多数充満し，小気管校

の拡張した部分では肺胞は縮小，空気の含量少くコヲッ

プスの状態を示す.

胸膜は一般に肥厚し，往々胸膜及び間質に好酸球あるい

は円形細胞の出現するものがある (No.4，5，15，17，21). 

b) 仔虫含蔵卯及び幼虫による病変

i) 初期病変母虫から排、世された虫卵が肺胞，呼吸

性細小気管校に達して聞もないと思はれるもの (No.め

では，肺胞及び細気管校腔の拡張があり，内腔に小数の

増大した脱落上皮，円形細胞及び好酸球が遊在し，少数

の赤血球が散乱し(附図第21)，胞隔の肥厚及び円形細胞

の軽度の浸潤が見られる.

ii) 進行期病変病機が進展した所見を呈するもので

以 (No.5， 7， 24)前述の惨出細胞は愈々多くなり，更に

虫卵の遠近に多数の好酸球が出現する.同時に種々な形

をした異物巨大細胞が認められ，全般として虫卵を中心

とする細胞集団としての像を呈する，その外側には上述

した諸細胞を混する線維芳細胞及び幼若結合繊細胞の増

生が認められる.所により気管枝内腔が好酸球で充満す

るものもある.胞隔の肥厚・血管の充盈，細胞浸潤は著

明となる.一部の虫卵は死滅し，卵殻のみのものがあり，

虫卵を中心とする壊死巣が， しばしば認められる.所々

に肥大，増生あるし、は新生したと考へられるリンバ鴻胞
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が出現する.文稀に際化仔虫が，気管校内又は気管校腺

腔内に認められるものがあり，往々粘液腺の増績が認め

られる.浮腫の著明なものはみられない.

iii) 回復期病変虫卵排世後かなり時日の経過したと

思われるものでは (No.5， 7， 19， 20， 24)，病巣には著明

な線維芽細胞，幼若あるいは陳旧結合繊線維が増殖し，

肉芽形成線維化像，いわゆる牌化巣(附図第22)が認め

られ，その絹眼中に変性壊死した多数の円形細胞，好酸

球を主とする細胞浸潤があり，これに混じて異物巨大細

胞が散見され，毛細血管，細血管の拡張充血が目立つ.

虫卵の健在なものは少く，幼虫の FeuIgen反応陽性頼

粒の減少，消失が見られる.往々虫卵及び病巣内に石灰

沈着像(附図第23)が見られる (No.23， 24).これ等の

病変は小業を単位として出現する.

なお生活虫体より産出された比較的染色の鮮明な新鮮

卵と思はれるもので，肺胞内に認められるものでは，卵

殻の周囲に Eosinに濃染する短梓状体が叢状をなして

認められるものがある (No.5， 7， 23， 24) (附図第24).

肉眼的に認められる米粒大ないしえん豆大の結節は殆

どリンパ滅胞集団(附図第 7)で，オキシダーゼ反応陽性

の細胞は極めて少い.溜』包の長径は 0.25-1.0cm内外

のものがあり，一部のものでは細血管の充盈が目立ち，

その外周は結合織にとり閉まれたものと，単に鴻胞のみ

が病変部に孤在するものとがある，虫卵はこれ等リンパ

鴻胞自体内に認められる事は稀で，リンパ細胞増生巣内

に散在する.

VI. 総括並に考察

兵庫県多紀郡篠山町を中心として，捕獲した猪に出現

する病変は，胃および肺における寄生虫性病変が主体

で，前者は GnathostomαdoloresiTubangui， 1925に

起因し，肉眼及び鏡検上虫体の認められたものは， 16例

中14例， 93.3弘後者は Metαstrongyluselongatus 

Duj，αrdin， 184.5に起因し21例中20例， 95.2μ の寄生

率を示した.

( 1) Gnathostomaについて朋

Gηιthostomα属に関しては，Ow仰が 1836年虎の胃

壁の腫癌から新線虫を発見し，これを G.spinigerum 

と命名したのが始めである.現在日本に存在を確認され

てし、る顎口虫は，上述の2種以外，イタチ(Mustelαitachi

itαchi)の食道に寄生する G.nipponicum Yamαguchi， 
(10)(48) 

1941の3種である.G. spinigerumは古くより人体感
(11)(12)(13)(14) 

染 することが知られていたが，終戦前後より宮崎
(15)(17)ー(26)(28)ー(32)(34)(38)ー(45)-(

及びその一門 によって，極めて広範囲且つ

詳細な研究がなされ，特に九州，四国，近畿，中部及び
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関東の都道府県に，人体顎口虫症の発生が報ぜられてい
(18)(25)(26) (27)(18)(28) 

る.また猫，イタチ，犬等に，本虫の自然感染が証明さ

れた.第一中間宿主は2種のミジンコで，第二中間宿
(20)(24)(31)(32) 

主は， 魚類，両度類， J隠虫類，鳥類及び，晴乳類等計

28種を数えている.とくにわが国では，魚類を生食する

ことが習慣になっている関係上，公衆衛生上からも重要

干見すべきである.

然し，今回猪の胃から発見された「ドロレスJ顎口虫

は Tubanguiにによって， Ph時 inの豚から手見さ

れたのが始めてで，わが国では，宮崎が1950年初めて
(38)(39) 

豚から，文翌1951年，猪の胃壁からも発見した.これ
(35) (22) 

より先 Morishitα は豚から，水村，渡辺は猪より成

虫を発見したのであったが，これ等はその後「ドロレス」

顎口虫であることがわかった.その後宮崎等の調査で

は，熊本，宮崎，鹿児島，大分，兵庫，大阪，岐阜の各

府県の猪46頭中42頭に感染していた事を報告してい
(49) 

る.最近Sαndoshαmは豚の肝臓より得た本虫の測定値

を発表している.

本虫の第一中間宿主は，Mesocyclops leuckat'ti (ロイ

カルトケンミヂンコ)， Eucyclops serrulιtus (トゲケソ
(29)(41、

ミヂンコ)Cyclops str仰山s，Cyclops世4仰 usの4種で;

第二中間宿主は Hynobius科目ωius(プチサγショウウ

オ)，J-rjMgM(ベッコウサγシヨウウzj!?である・
宮崎，石井は本虫の寄生率の高いことを理由に，他にも未

知の第二中間宿主の存在を灰かしている.第二中間宿主

の餌食によって，幼虫は猪の胃壁を貫き腹腔に出て，肝に

侵入，次いで筋肉，皮下を移動しつつ成虫の域に達して，

胃壁の外面より侵入し，やがて胃壁を破って，尾部を胃

内股に遊離する特有な寄生状態に入るようである. しか

しこれは生活史の解明されている宮グ顎口虫よりの類推

であって，未だ突験的な証明はない.猪が本虫に感染し

て排卵するまでの，いわゆる Prepatentperiodは約5

カ月である.なお本虫2必体感染は未だ報告がないが，
危険性のあることが石井によって強調されている.

(2) 買の病変

「ドロレス」顎口虫は，終宿主である猪の胃底線部に好

んで寄生し，幽門腺部には認められなかった.へ鏡検する

と一見健康に見える幽門腺部以外の各領域就中噴門腺部

の食道部に近い粘膜下織あるいは筋層内にも，幼若虫が

認められた (Fig.10， 11， 15).息の盲翼内には従来病変

が認められなかったようであるが，われわれの得た1例

(No.23)では，粘膜下織に虫道を発見した.寄生部の肉

眼的所見は，相良のそれにほぼ一致する.われわれの材

料では腫癌の厚さは 2.0cmに達するものが最も著明で

あった.
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顎口虫の組織病変手関する研究は，少いようであるe

イタチについて吉田は，本虫による食道腫癌の肉晴見

及び病変部に石灰沈着の存在することを報告し，梅谷は，

最近組織学的所見に触れ，鷲組織の増殖が主体である

ことを発表している.Marekの著書には，“胃粘膜の高

度の炎症，すなわち胃壁の肥厚，胃拡張及び消化障害によ
(13) 

って怒肢質に陥る"ことを記載Lている.Dae冗gs叩 ng

は，人の大網麗腐として摘出したものの中に虫体を認め，

組織学的に，浮腫性の結合織からなり，好酸球の号想

が強く，膿湯に類した病巣を認めている.更に同氏は

Siamにおいて1943-1947年の関に4例の腹腔内腫蕩か

ら成虫を発息トているが，組織学的所見に言及していな

い，また磯部は犬及び猫の胃壁の組織学的所見を筒記し

ている.以上はいずれも，日本顎ロ虫(G.M旬'ponicum)，

有線顎口虫 (G.S;内ipm)によって起る病変につい
ての所見である.相良は「ドロレス」顎口虫及びその他

2種の顎口弘5よる組織病変についてイタチ，豚.猪.犬，
猫或は大黒鼠について詳細に報告している rドロレス」

顎口虫の寄生による猪の所見はほぼわれわれの所見に一

致するが，取扱った材料が猪はs例でいずれも成虫によ
る病変を主とした記載のようである.われわれはl個体

の胃壁 10-36ヵ所より，切片を造り，また前述の如く

胃壁をホルマリシ固定後，噴門を中心に 0.5cm置きに

切断して病変の有無を検査したので，若干興味ある所見

を得た次第である.すなわち，成虫，幼若虫，及びそれ

らの腿仔した虫道の三者について比較検討することがで

きた.特に肉眼的に全く病変の認められなかった例にお

いても，胃壁に著明な病変を認めたこと(附図第18)は

注目に価する.なお糞便の虫卵検査により，虫卵の両極

に特徴のある膨隆が習設ゐれた事実，鏡下に見られる虫

体の皮腕の特有の形態を有する事実より rドロレス」顎

口虫に一致するものと考えられる・更に森下教ふ厚意

により，我々の材料より得た成虫は「ドロレス」顎口虫

と同定された.

胃の内陸に突隆する各腫癒に共通する特徴的病変は，

粘膜下織における結合織の増殖で，同時に高度の細胞浸

潤と血管の著明な新生をともなう.

今，成虫，幼若虫及び虫道に起因する病変を一言にして

いえば，①成虫の場合は，虫体周囲の壊死組織の著明で

ある事，結合織の高度の増殖による胃壁特に粘膜下織の

増殖による肥厚が目立ち，肉眼的に腫癌として認められ

る.(2)幼若虫の場合は，虫体の位置が，粘膜下餓か，筋

層かによって若干の相漣はあるが，いずれの場合におい

ても，高度の細胞浸潤を特徴とし，この病変は胃壁の各

層に及ぷ.ただし，粘膜下織の増殖あるし、は肥厚は軽度
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である.@虫道の場合は，殆ど各虫道の中心部に一定し

て，本態不明の均質物の認められること，病巣は結合

織の増殖による限局性病変を示すことで，大きいもので

は， 1個の虫道は 0.3-0.4cmにも達し，これ等が密集

する場合は，成虫の寄生による場合と同様腫癌として認

められる.

，上述の三種の病型は，それぞれ単発するものではなく.

一枚の標本に各々入り乱れて見られる場合が多い.なお

ここに興味あることは，推定6カ月齢の猪の胃壁に，幼

若虫の寄生が認められ，この際，提膜，筋間結合組織に

著明な閑葺性細胞浸潤と出血あるいは青島の血管の充盈

をともなうことである.この事実は，宮崎の“本虫の幼

若虫が一度宿主体内に侵入すると胃→腹腔→肝次いで肝

を辞し，胃の楽膜面より胃壁に侵入し特有な寄生状態を

示すに至る"とする氏の主張を裏書するものではなかろ

うか.また往々かなり成熟した幼若虫が粘膜下織に認め

られる.

虫体の寄生する場所，あるいは特に虫道内には，・杢堕

不明の均質物が存在する.すなわち，寄生孔の前端で頭

球部に接する部分あるいはこれに続く虫体の前端部の周

囲である.形態は，多種多様で，数も一定せず.虫体の

脱出後間もないような寄生孔内には，虫体の前端に一致

する鋳型を示す(附図第17).これ等は単独に，あるいは

同一標本内に虫道と共存する.所によっては，虫体の現

在する寄生孔と枝分かれした虫道即ち，当該虫体の旧寄

生孔と考へられる虫道があり，連続切片で約 1cm追

求することができた.この均質物は虫道の沿岸に波状

をなして見られ，す岨球或は白血球を混じ，淡紅色で虫

道に普通見られるものよりもヱオジγに淡染する.均質

物の附近には，多くあるし、は少く変性壊死した細胞が認

められる.虫道に認められるこの均質物は，虫体の移動

にあたり，取り残され，結合織の増殖によって包裏され

たもので，結合織の形態より判断して，かなり長時日を

経過したものと考へられる.

この均質物は Gnαthosωmα の寄生する部分に特有な

ものではなく，種々なる寄生虫性病巣に出現する.今先

人のこの物質に対する見解を述べ，われわれの所指比

較検討してみたい. 世.Wasielewski & C. Wulker・は

鳩の前胃に寄生した Dispharagtts馬の虫休前端部に無

核の均質物を認め，このものは穆出液の凝固したもので

あるとし， Hoeppは「アザラン」或はPhocab町 ba仰

の胃壁に寄生していた Contracaecumsp.の前端で虫

体の周囲に Haematoxyliル.Eosinに光輝ある赤色に染

まる壊死帯を認め，虫体前端の鋳型を示すという.なお，

文1匹の Delphinsの胃内に寄生する Anis四kistypica 
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が寄生孔を脱出した孔内の前端に同様の鋳型のあること

を報告し，また Tanquatiaraの寄生している Vara-

musの胃号昆あるいは，Phy帥 pter，α叩・の寄生して

いた Pinguinの腺胃の胃壁に虫体の前端が完全に均質

物(Homog，師側szo伽)で取り固まれていた事を報告して

いる.これ等各種虫体の寄生による鏡検所見中 Tanquα

tiara (1白ωthosto例 αの亜科)の寄生する胃壁の所見は，

われ怠れのそれに，ほぼ一致し興味がある.さらに，

Feng はハリネズミ (Erinaceusdeaめαtus)，Chinese 

hαmster， Flαmingoの各小腸に寄生する条虫の頭端に

均質物のチーズ様団塊があり，前述した同様の染色性を

示し，また Cotylurusplatycephalusの寄生したLαrttS

ridibundusの腸，Cotylurtts cornutusの寄生した

Duck (A叫αsboschas)の総排世孔の近くの腸においても

同様の所見が認められたことを報告し，同時に無核であ

った事を明確に記載している.またハリネズミの胃に寄

生していた Physalopteraclausα前端部の周囲に同様

の均質物があり，さらに同氏は，この均質物 (Homo-

genousαreα) は，宿主の生活時は，虫体の前端の鋳型

を示す事を理由に，恐らく液体であったに相違ないとい

っている.

上述した諸学者の均質物に対する見解は，組織の壊死

或は虫体の分泌物が，組織を液化することによって生成

されるものとし，その成因を宿主組織に帰している.さ
d2Xd3) (64) 

らに，Hoeppli及び Fengはこれ等虫体周囲の均質物

は，虫体の食道の腺から出される分泌物によって，組織

の液化を行い，これを吸入する腸管外消化によるとして

いる.

上述した諸学者の見解に異論を有するものは相良で，

同氏はこの均質物は r宿主組織の変化して生じたものと

は考へ難く，虫体から出される何等かの分泌物の影響に

よる特殊の変化である」と考へている.文「顎ロ虫の場

合，本虫の消化管内容は，切片標本では血液が最も多く

認められ，その他壊死組織の微細片，多数の白血球を混

じた粕液物質が見られ，見均質物と思はれるものは見出

し得なかった」という.

われわれの入手した材料では，この均質物に関しては，

全く相良の見解と一致した所見が得られた.更にこの物

質はF側 19en反応陰性で DNAの存在は認められない.

(3)‘肺臓の病変

われわれの検査した猪例に認められた病変は，①豚肺

虫成虫の気管校内寄生による，カタール性気管枝ー気管

校周囲炎，往々小葉性カタール性ないし膿漏性気管枝肺

炎を惹起し，また気管校の拡張あるいは閉塞を来す.<ID

豚肺虫仔虫合蔵卵及び目撃化仔虫による，繭蔓性，カター
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ル性肺炎あるいは同気管枝肺炎.@経過と共に限局性，

増殖性気校肺炎に移行する.以上のs種に大別するごと
が出来る.①，<ID，@はし、づれも同時に肺気腫，肺出血あ

るいは無気肺をともない，特に肺の後葉に多発し，新旧

病変が入り乱れて存在する.なお後葉の中央より未梢に

到る部分あるいは肺の辺綾部の気管校に接しリ γパ滅

.胞の路大，増生，ならびに血管の充盈をともなうものが

多い.さらに興味ある所見として，気管校周囲の筋層の

著病な作業性肥大が目立つ，而して合蔵仔虫卵によって

起る病変が最も顕著で，虫卵周縁の組織及び浸潤細胞の

壊死が見られる.これらの病巣は一部のものを除き，と

くに肋膜下あるいはその近縁の部分に認められる.而し

て好発部である後葉の末梢部附近におし、ては気管枝を中

心とする広範囲にEる(No.8)戒は細胞，細小気管校内

に散乱する虫卵及び附近組織の石灰変性或は沈着像が見

られ (No.23)，前者はホルマリ γ固定後の検査に際し，

著しく万に抵抗を感ずる.後者は6カ月齢の仔猪である

が，磁田の実験では，感染後 20日で成虫となる故に，

lIi昔乳時期を 20-30日とみなせば生後40-50日で本症

に感染可能と想像され，石灰変性の生ずる時期は3-4ヵ

月と見て大差なきものの如く考えられる.

上述の所見の外に，虫卵の内，染色の明瞭なものの卵

殻，周縁に叢状に群生する短梓状で‘エオジレγに好染

しフロキシγーメチレγプラウ染色で，赤く染まり，

Feulgen反応陰性の物質が存在する.之のものは，往々

住血吸虫卵の宿主組織内における発育途上のものに
(55XIi6) 

認められる長梓状体 に比較して著しく短かい，この長

梓状体は卵殻を遜して仔虫より排世さ紛新陳代謝産物

で，宿主に対して有害に働く一種の毒素と考へられてい
(63) 

る Gonnertは最近この梓状体 (EosinophileCorona) 

を抗元と抗体との Pracipitatと解釈している.豚肺虫

卵周囲に認められた短梓状体については将来研究を要す

る問題と考える.
〈回〉

板垣等は被包肺仔虫を濃染した・ンマミミズを豚に投与

し実験的に肺虫症に感染せしめ， 3日目に小数の小出血

班を， 7日及び 15日目に無数の出血班を認めている.
C田〉

これは初期病変例として貴重な所見と考へる.石黒は居

場における 3113頭の豚について，詳細に検査し，組織

学的にはわれわれの所見とほぼ同様の所見を得ている.

最近吉弘等は附招モルモツトに対な感染実験強

い，磯田は Aelu等， Schuckmann等， Schwarz等及
(59) 

び板垣等の宿主体内移行径路を実験的にリンパ管経由と

なす説に賛意を表している.尚，感染後 2-5日目に虫

体は腸粘膜及び粘膜下級及び腸り γバ節，特に盲腸りン

パ節に，， 5日目に肺胞及び細気管枝に検出い・組織学的
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には仔虫~成虫に起因する.カタール性気管枝一気管校

周囲炎一気管校肺炎を惹起するという. しかし虫卵によ

る病変の記載はない.

上述した磯田の実験例の中，感染後7-22日を経過し

たものと，われわれの自然例とを対比してみると，後者

に於L、て著明な気管肺炎像と増殖性肺炎病巣が見られ

た.これは後者に於ける ①経過の前例に比しより長き

事実及び@成虫より排世される無数の豚肺虫A卵によ

って起る病変の合併がその一因をなしている様にJ思はれ

る.

豚及び猪以外の肺虫症についての組織学的所見を発表
〈出】-(68)

した諸学者 の所見とわれわれのそれとの聞には根本的

な相違は認められない.

3. その他の臓器

腸の病変は，粘膜のカタール，中小血管の充・出血が

しばしば認められる以外に特記すべきものはない.腸管

の内幽門部より約3米にわたって， 5-10cmおきは採

材した1例に Glodidiumsp.と思はれる虫体を発見し
(69) 

た.この種原虫は，わが国では一色によって始めて報告

されているが，将来研究を要する問題と考へる.

肝臓には1例 (No.11)の肝小葉内に広範囲にわたる

出血が認められ，業問結合織内に著明な，好酸球の浸潤

が認められた事は注目に価する.

リγバ腺の組織旬3豚の淋巴腺の者れとほぼ同じ構造
を示し Tr，αutmαnn及び Seifried等の所見に一致す

る，
(72) 

なおDeschiensは寄生虫に起源する病理学的変化を分

析して①虫体の Extractから得たPolypeptid・fraction

が中毒性に働らき， (i) Proteid・&glu叩Hpid-fraction 

がAllergyを起させる物質で，このものが好酸球を集銭

しめるとし興味あり.

結論

我々は1953年1月より.1956年12月lこいたる4年間

にわたって，兵庫県多紀郡篠山町を中心とする地方で捕

獲された猪の病理解剖学的研究を行った.その結果はっ

きFの如し，

1.胃

1. 胃の主病変は Gηathosωmadolor，ω4に起因する
寄生虫性病変で，検査した16例中成虫の寄生を認めた

もの11例 63.3%;また鏡検上幼若虫の認められた 8例

を加へると 14例， 93.3%・である.

2. 寄生部位は，主として胃底腺部であるが，虫道及

び幼若虫による病変は，幽門腺部以外の胃壁全般に認め

られ，特に一見健康に見える胃壁にも，鏡検上病変が確
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認された.

3. 寄生虫性病変の主体は，胃壁の噴火口状腫熔形成

で，虫体を中心とする粘膜下織の広範囲にわたる著明な

増殖を特徴とする.

4. 寄生孔壁は通常s層より形成される.即ち，①虫
体に接する壊死層，②ついで細胞浸潤に富む，増殖した

幼若肉芽層，ー@その外側は増殖した線維性結合織にとり

囲まれ，ーやや細胞浸潤の少い厚い層があり}緩やかに健

康組織に移行する.

5. 幼若虫によるあるL、は虫道の病変は，成虫による

それに比して軽度で，前者では，胃壁全層にわたる繭葺

性細胞浸潤が著明で，充出血を伴うものが多い.後者で

は，結合繊線維によってとり固まれた限局性増殖性病変

で，密発する場合は，丘状睦癒を形成する.

6. 病巣に出現する細胞は，大，小円形細胞，好酸球

及び線維芽細胞を主とし，少数の好中球，プラズマ細胞

を混し，往々組織球及び類上皮細胞等が出現する.

7. 虫道内及び虫体の前端部附近には，無構造で，本

態の不明な， Feulgen反応陰性の均質物iJ.'認められる.

このものは生活虫体の存在下に造成Eされるもののようで'

ある.

II. 肺臓

1. 肺の主病変は Metαstγ仰 .gyluselongatusに起因

する寄生虫性病変で，寄生率は21例中20例， 95.25l':で

ある.寄生部位は，肺の末梢とくに後葉の末楠部の気管

校内に好んで寄生するが，蹄根部の大気管校内にも認め

られる.

2. 成虫に起因する寄生虫性病変の主体はカタール性

ないし膿漏性気管校炎一気管校周囲炎で，虫体による気

管校の閉塞あるいは拡張を伴い，同時に気腫，無気柿を合

併する.後葉末梢部の気管技周囲には腫大，増生した弧

在ある戸、は集団リ γパ滅胞が捻珠状をなして存在する.

3. 成熟虫体が仔虫合蔵卵を産出した場合は，当該虫

卵による著明な，小葉性，カタール性肺炎~気管校肺炎

を惹起し，経過と共に限局性，増殖性病変，いわゆる帰

化巣に移行する.病巣は多くは，胸膜下，またはこれに

近接する組織内に認められる.

4. 新鮮な仔虫合成卵の卵設の周緩に， Feulgen反応

陰性で， Eosinに好染する短梓状体が認められる.この

ものは生活虫卵の新陳代謝産物と宿主側物質の反応性産

物と考へられる.

III. その他の臓器

1. 十二指腸及び空腸腸粘膜の固有層内に形態学的に

Globidium sp.とみなされる虫体が1例に認められた.

将来研究を要する問題と考へる.
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2. その他腸管内には Globocephaluslongemucro-

附 tus，Globocephalus samo飢 se，Ascalis suum， 

Dipgyllodothrium sp.， Trichuris suisが又腹腔内に

は Sp品rg品nummα附 oniが認められた.

3. 肝蔵実質内に，好酸球の浸潤の著明な原因不明の

出血巣が認められた.将来研究を要する問題と考へる.

4. 体表にはダュ 'Amblyommαtetsudinarium;及

びHaemαphysalisftα官'a，シラミ (Rα仰 ωωpinusapri 

世ar?)が多数附着する.

稿を終るに当り，研究当初本研究実施に対し，御激励

を賜った北大，山極博士に対し謹んで敬意を表し，寄生

虫の同定並に文献の蒐集閲覧に格別の便宜を与へられた

北大，山下博士，阪大，森下博士，大阪府立大学，一色

博士に対し深甚なる敬意を表し，多数の文献を賜り，顎

口虫について種々御回答を賜った，九州大学，宮崎博士，

体表に寄生する虫体の同定に御協力下さった，資源科研

浅沼博士，道立衛研，大野博士，文献蒐集に御尽力下さ

った，家畜衛試，市川博士，日:生研，・本橋学士，及び貴

重な標本の鏡検を許された，日本獣医畜産大学，磯田氏

に対し感謝の意を表する.写真撮影に当り便宜と援助を

与えられた本学，佐藤助教授及び中村弘助手に対し，謝

意を表する.尚研究材料の蒐集，諸調査に当り献身的な

御協力と，御支援を賜った，兵庫県多紀郡，猟友会々長，

管野二郎氏，開会員村上仙太郎氏外会員諸氏及び同郡篠

山町，広瀬清ー氏に対し衷心より謝意を表する.

〈獣医学講座，昭32.8.31受理〉
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R品sume

Pathological investigations. were undertaken on 
wild boars (8回 leucomystaxleucomystax)caught 
h 仙evicinity of Sasayama tow叫 HyogoPrefec-
ture during the period of 4 years from January 
1953 to November 1956. Stated in the following 
are the brief descriptions. of those investigations. 

STOMACH 

1. Principal lesions observed in the stomach 
were白oseproduced by位leinfestation of Gnatho-
stoma doloresi. Out of .16 wild boars . examined， 
the adult worms were found in 11 cases (63.3%)， 
and世lepresenee of larvae was倒 lfirmedby micro-
scopical examination in 3 additional cases， .namely， 
a total of 14 cases (93.39~) were found to be in-
fested with gnathostoma. 

2. Parasitic foci were found mainly in the 
fundus gland region. However，. th自 passage-ways
and lesions formed by the. young immature worm 
were observed all over the gastric wall except the 
pyloric gland region. Microscopical observation， 
moreover， revealed .the ‘presence of lesions in 
apparently normal portion of the. gastric wall. 

3. Principal ieature of . the parasitic foci was 
由eformation of crator-like tumor characterized by 
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the extensive thickening of the submu∞IUS connec-
tive tissue around the parasite. 
4. Generally， the wall of parasitic burrow was 
composed of three layers : 
1) Necrotic layer in close ∞ntact with the 
parasite followed by 
2) Granulation tissue layer with marked 
ceIlular infiltration， and 
3) 由lickconnective tissu自 layerwith lesser 
degree of ceIlular infiltration gradually 
transferd into normal tissue. 

5. Lesions formed by the young. adu1t worms 
and those of the 'passageways were of much milder 
character than thos巴 by 也eyoung immature 
worms， the former being characterized by ditfl田 e
cellular infiltration accompan:対ng，'hyperemia and 
hemorrhage， and the latter circumscribed plo-
1ぜerativelesions su町 oundedby connective tissue. 
Crator-like tumor was formed， however， when the 
passageway's were thickly concentrated. 
6. Cells infiltrating into the lesion were mostly 
monocytes， lymphocytes， eosinophiles and fibroblasts 
mixed with a small number of neutrophiles and 
pla日I羽田ytes. Mor巴over，histiocytes， foreign body 
giant cells and epithelioid ωl1s were seen ∞ca-
sionally. 
7. A homogeneous substance of unknown na旬re
was found in the passage-way， at the distal end of 
the parasitic bu町。wformerly occupied by the adult 
worm and often at the anterior end of the parasit. 
旬由 substanceis∞nsidered to be formed by the 
secretion caused by the par掴 ite.

LUNG 

1. Principal lesions observed in the lung were 
those produced by the infestation of Metastrongylus 
elongatus. Out of 21 wild boars examined， 20 
(95.29ii) w.ere found naturally infested with this 
parasite. Interior of the terminal bronchi of the 
right lung， especially those of位lep03terior lobe 
are the most favorite p1ace of infestation for the 
parasite， but i色 wasalso detected in the larger 
bronchi on rare occasions. 
2. ParaSitic lasions were characterized by catarr・
hal or blennorrhagic bron巴hitisand. peribronchitis 
accompanied with occlusion or dilatation of. the 
bronchiolus due 'to也eadult parasite causing em-
physema and aterectasis. 
3. When the adult worms laid the eggs which 
contained larva， lobular catarrhal pneumonia or 
broncho-pneumonia was provoked. Following the 
elapse of主ime，the pneumonia changed into the 
circumscribed， .productive lesions， namely， incuba. 
tion foci. Those foci were found mainly in the 
subpleural region or in the tissue' of the lung 
adjacent tοit. 
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4. Shor古 rod-shapedacidciphi1e' bodies， arranged 
themse1ves side by side around the periphery of 
也eshell of fresh egg which contained larva. These 
rod shaped bodies are considered as色hesubstance 
produced by the metabo1ism of living egg through 
the shell. 

OTHER ORGANS 

1. A parasite worm morphologicalIy regarded as 
Globidium 'sp.. was detected in the tunica propria 
of the villus of duodenum and jejunum of a wild 
boar. Fu此herinvestigations will be made in future 
on this subje巴t.
2. Globocephalus l側 gemucro加 tus，Globocep.加lus
副作ω側 se，Asαr.lis suum， DiphyUobothrium sp. and 
Trich"uris suis were discovered from the intestina1 
四回.1. Spαrganum m側 soni，moreover， was found 
.in the abdominal cavity. 
3. Hemorrhage of unknown origin ac巴ompanied
with marked infiltration of eosinophil巴sin Glissonian 
sheaぬ wasreωgnized 'in the hepatic parenchyma 
of a wi1d boar. Detailed investigation wiIl be made 
in future on this subject. 
4. Num巴rou日 mites(Ambloyomαtetsudi叩 .rium
and Haemα.physalis fl仰 α)and lice Haemαtopinus 
α.pri叩 r?)we四 foundωhave infested on the 
body surface of wild boars. 

E玄planationof Plates 

All photographs except Figs. 22 and 23 in the 
following platωare of the tissue sections stained 
in hematoxylineosin. The age of animal is that of 
approximate estimation. 

Fig. 1. Gnathostoma doloresi in the gastric wall 
and the parasitic burrow formerly occupied by 
the parasite. The tumor caused by the infesta-
tion of parasite shows a iIl-detined pr<;ltuberance. 
No 10. 6・year-old.♀.
Fig. 2.， Three parasites are seen in the same locus 
of the gastric wall. No. 5. 6・month.old.(!). 
Fig. 3. Transverse sec七ionof the gastric wall in-
fested with the parasite， which is se佃 penetrat-
ing vertically into the gastric wall. No. 12. 
6・year-old.合.
Fig. 4. Serial cross-sections dissecting at intervals 
of 0.5 cm of the gastric' was showing the dis-
tribution of numerous hemorrhages andnodules 
回 used by 伊ωthosto骨ωNo， macroscopical 
changes are found on the outer surface or on 
也巴 innersurface of the gastric wall. No. 23. 
6・mon'也-old.♀.
Fig. ，5. Liver with extensive hemorrhage in the 
lobule and celIular infi1tration especially eosino・
phile sin Glissonian sheath. No.11. l-y伺 r-old.
(!). 4x 10. 
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Fig. 6. Duodenum showing numerous worms of 
Globidium sp. in the tunica lamina proporia of 
也evillus. All the epithelial cells of the villi 
are desquamated due to the. po凶 mortem
changes. No. 11.. 1・year-old.(!). 10 x 5. 
Fig. 7. Transverse section 叫 theterminal part of 
the lung. Groups of numerous swollen and 
multiplied Iymphatic follicles are seen scattered. 
No. 5. 6-morith副old.(!). 

. Fig. 8. Stomach showing the striking hemorrhage， 
necrosis and the vigorous proliferation of tbe 
submul∞us connective tis呂田 in the neighbour-
hood of the parasitic burrow. Thickening of 
Zeisslian membrane and the atrophy of the 
muscous membrane are seen. No. 4. 5・year-old.
(!). 10x5. 
Fig. 9. Sagi七a1section showing the body of the 
parasite in close contact with the necrotic layer 
except the head bulb of the parasite reaching 
the muscular layer of the stomach. Many blood-
corpuscles are found in the oesophagus of the 
worm. Striking haemorrhage are se巴nin the 
inner oblique layer of the muscularis externa. 
No.4. 5・y但 r-old.(!). 10 x 5. 
Fig. 10. S七omachshowing the transverse section 
of世間posteriorpart of a young immature worm 
of Gnathostomαdoloresi in the mucous mem-
brane. Thickening of Zeisslian membrane and 
世leatrophy of mucous membrane are seen. 
No. 14. 6-mon主h・old.♀.10x5. 
Fig. 11. Cross-section of a young immature worm 
of parasitized in the inner oblique layer of the 
muscularis externa of the stomach showing 
striking infiltration of cells in the submucosa 
and tunica muscularis. No. 14. 6・month-old.
合.10x5. 
Fig. -12. . Fresh prssage-wayω田 edby the passage 
of the parasite in the middle circu1ar layer of 
the muscu1aris externa. Highly advanced in-
filtration of cells in也einter-muscular fibrous 
tissue. No. 14. 6-month-old. (!). 4 x 10. 
Fig. 13. Formation of tumor caused by thickly 
populated passage-ways in the submucosa of世le
gastric wall. No. 12. 6・year-old.(!). x 4. 
Fig. 14.、Homogeneoussubstance at位1巴 anterior
end of the parasitic burrow in the submucosa 
of the stomach formed perhaps by the se巴re-
tion caused by the parasite. No. 12. 6・y伺 r-
old.合.10x5. 

Fig. 15. Gastric wall showing the striking hemorr-
hage with sligh七thickeningof the submucosa 
岨 usedby the young adult worms and the in-
filtration of cells. No. 25. 1・year-old.♀.4x5. 

Fig. '16. Homogeneous substance appearing as if 
i色werea mold for a part of the parasiω. 
No. 10. 6・year酬old.(!). 20 x 5. 
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Fi.g. 17. Homogeneous substance constituting the 
uppermost surface layer of the wall of that 
portion of the parasitic burrow in which the 
anterior part of the worm was enveloped in the 
submucosa of th巴stomach. No. 10. 6-year-old. 
~. 10x5. 
Fig. 18. Marked infiltration of round cells and 
eosinophile cells in the serosa and in the inter-
muscular fibrous tissue between the inner 
oblisque and the middle circular layers of the 
muscularis externa. No macros∞pical lesion 
was produced on the gastric wall. No. 23. 6・
year-old.♀. 10x5. 
Fig. 19. Cyst-Jike diJatation of the bronchioles 
(bronchiectasia) ca四 edby the parasitism of 
M. elongαtus. No.2. 3・year-old.♀. 10x5. 
Fig. 20. Lung showing the work hypertorophy of 
the bronchioles in the layer of the circuJar 
muscles回国edby the incomplete obstruction 
due to the worm. No. 8. 6・year-old.~. 10 x 5. 
Fig. 21. Lesions of the i.ncipient stage of pneu・
monia and bronchiolitis caused by the eggs 
∞ntaining larva. Neutrophiles， monocytes， 
lymphocytes， exfoJiated epitheJial cells and 
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eosinophiJes are seen contained in the alveoli 
and bronchi.oles. No. 5. 6・month-old.♀.20x
10. 
Fig. 22. Formati.on of the granuJation tissue. 
namely， incubation foci caused by the eggs 
containing larva. Necroti，c foci日urroundedby 
eosinophiJes appear in the center of the lesi.ons 
and mere shadows of the elastic fibers are 
seen in the parenchyma of the lung. Note the 
destruction and dissociation of the elastic 
elements. No. 23. 6-month-old. ♀. 10x10. 
(Weigert's ellastin stain). 
Fi.g. 23. Calcareous deposition in the lesion of the 
lung caused by the eggs containing larva. 
No.23. 6・month-old.♀. 10 x 10. (Stained by 
Kossa's method for calcium pho唱phate).
Fig. 24. Rod-shaped acidophile bodies， namely， the 
"radial club'" around the egg containing 18rva. 
No.23. らmonth-old.♀.40x10. 
Fig. 25. Emphysema in the alveoli， subpleural 
regi.on and interstitial connective tissue between 
the lobules of the lung. Excessive di.stention， 
thinning and disappearance of the alveolar 
waJls. No. 5. 6・month-old.~. 10 x 5. 
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